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今
月
の
主
な
紙
面

●第36回電気工事業全国大会関連 1～ 8面

●工組だより　 11面

●青年部・女性部 活動報告　 12面

※定期講習会場一覧　（挟み込み）

電
気
工
事
業
全
国
大
会　

北
海
道
で
開
催

　

全
日
本
電
気
工
事
業
工
業
組
合
連
合
会（
米
沢
寛
会
長
）

主
催
、
北
海
道
電
気
工
事
業
工
業
組
合
（
小
野
寺
涼
一
理

事
長
）
主
管
に
よ
る
第
36
回
電
気
工
事
業
全
国
大
会
が
10

月
15
日
・
16
日
、
北
海
道
札
幌
市
の
グ
ラ
ン
ド
メ
ル
キ
ュ

ー
ル
札
幌
大
通
公
園
と
札
幌
市
教
育
文
化
会
館
の
2
会
場

で
開
催
さ
れ
た
。
北
海
道
で
の
開
催
は
第
27
回
函
館
大
会

以
来
4
回
目
で
15
年
ぶ
り
。

　

全
国
か
ら
の
参
加
者
は
1
、6
0
0
名
。
暮
ら
し
と
社

会
基
盤
を
支
え
る
使
命
を
果
た
し
迅
速
な
意
思
決
定
と
行

動
力
を
持
つ
強
い
組
織
を
目
指
す
こ
と
を
決
議
し
た
。

　

北
海
道
の
魅
力
を
紹
介
す

る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ム
ー
ビ
ー

で
開
会
し
た
第
36
回
電
気
工

事
業
全
国
大
会
の
メ
イ
ン
テ

ー
マ
は
『
北
の
大
地
で
広
げ

る
絆
・
共
に
拓
こ
う
新
時
代

へ
の
扉
！
』。

　

サ
ブ
テ
ー
マ
に
『
今
も
昔

も
こ
れ
か
ら
も
、
大
切
な
電

気
を
つ
な
い
で
行
く
電
気
工

事
の
魅
力
を
伝
え
よ
う
！
』

を
掲
げ
、
意
見
交
換
会
・
組

合
活
性
化
研
修
会
と
式
典
を

行
っ
た
。

　

式
典
で
米
沢
会
長
は
、
能

登
半
島
地
震
後
の
現
状
に
つ

い
て
「
ま
だ
避
難
生
活
が
続

く
方
が
い
る
こ
と
を
ぜ
ひ
と

も
覚
え
て
お
い
て
ほ
し
い
。

被
災
者
が
心
細
い
の
は
、
こ

の
地
震
が
あ
っ
た
こ
と
自
体

が
世
の
中
に
忘
れ
ら
れ
て
い

る
の
で
は
と
い
う
気
持
ち
が

あ
る
こ
と
だ
。
彼
ら
に
と
っ

変
化
に
迅
速
対
応
し
強
い
組
織
を
目
指
す

変
化
に
迅
速
対
応
し
強
い
組
織
を
目
指
す

て
、
日
本
全
体
が
自
分
た
ち

を
見
て
い
て
く
れ
る
と
い
う

思
い
が
精
神
的
、
心
の
よ
り

ど
こ
ろ
に
な
っ
て
い
る
。
復

興
に
向
け
て
長
い
戦
い
に
な

る
が
、
引
き
続
き
の
ご
支
援

を
心
か
ら
お
願
い
を
し
た

い
」
と
述
べ
た
。

　

ま
た
電
気
工
事
業
界
に
つ

い
て
、「
地
域
社
会
や
時
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
電
気

工
事
業
の
誇
り
と
魅
力
を
し

っ
か
り
と
伝
え
、
業
界
の
社

会
的
価
値
の
向
上
と
発
信
力

の
強
化
を
図
り
、
憧
れ
ら
れ

る
業
界
を
築
く
責
任
が
あ

る
。
我
々
は
、
電
気
を
安
全

安
心
に
提
供
す
る
と
い
う
使

命
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
を
担
う

誇
り
が
あ
る
。
変
革
を
求
め

ら
れ
る
転
換
点
に
お
い
て
、

時
代
の
潮
流
を
的
確
に
捉

え
、
組
合
を
よ
り
強
く
豊
か

に
し
、
業
界
の
未
来
を
開
い

て
い
く
」
と
述
べ
た
。

　

大
会
式
典
で
は
、
来
賓
祝

辞
、
組
合
役
員
功
労
表
彰
、

優
良
事
業
工
組
表
彰
、
優
良

事
業
工
組
・
青
年
部
優
良
活

動
事
業
の
金
賞
受
賞
事
業
発

表
を
実
施
。
前
日
に
開
催
さ

れ
た
意
見
交
換
会
の
集
約
も

報
告
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
全

国
か
ら
集
ま
っ
た
参
加
者
全

員
の
総
意
と
し
て
大
会
決
議

を
採
択
し
た
。

　

ま
た
2
0
2
6（
令
和
8
）

年
11
月
に
開
催
さ
れ
る
第
6

回
電
気
工
事
技
能
競
技
全
国

大
会
の
概
要
が
報
告
さ
れ
た
。

　

学
科
競
技
が
2
0
2
6

（
令
和
8
）
年
11
月
24
日
、

実
技
競
技
は
11
月
25
日
に
実

施
さ
れ
、
会
場
は
前
回
同
様

の
横
浜
ア
リ
ー
ナ
。

　

出
場
選
手
枠
は
、
1
電
工

組
1
名
（
48
名
）・
ブ
ロ
ッ

ク
加
算
権
利
枠
10
名
・
女
性

の
部
各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
1
名

の
計
9
名
・
学
生
の
部
9
名

の
最
大
76
名
が
各
部
門
の
競

技
課
題
で
競
い
合
う
こ
と
が

報
告
さ
れ
た
。

　

続
い
て
2
0
2
7
（
令
和

9
）
年
に
開
催
さ
れ
る
第
37

回
電
気
工
事
業
全

国
大
会
（
中
部
・

静
岡
県
開
催
）
の

紹
介
と
Ｐ
Ｒ
が
行

わ
れ
た
。

10
月
15
日
に
は

『
大
地
に
輝
く
希

望
の
灯
り
〜
次
世

代
へ
誇
り
を
つ
な

ぐ
電
導
師
た
ち

〜
』
を
テ
ー
マ
と

し
た
意
見
交
換
会

を
開
催
。
6
3
0

名
の
参
加
者
が
テ

ー
ブ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
に
加
え

て
、
初
の
試
み
と

な
る
『
電
気
工
事

カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
』

を
体
験
す
る
な
ど

新
た
な
取
り
組
み

も
行
っ
た
。

　

式
典
当
日
の
午

前
中
に
は
、
組
合
活
性
化
研

修
会
を
実
施
。
全
国
の
工
組

が
実
施
す
る
事
業
事
例
が
発

表
さ
れ
、
参
加
者
は
人
材
確

保
育
成
、
組
合
運
営
の
強
化

・
実
践
に
繋
が
る
様
々
な
事

業
を
学
ん
だ
。

　

会
場
に
は
メ
ー
カ
ー
や
団

体
23
社
が
製
品
展
示
や
情
報

提
供
を
行
う
出
展
ブ
ー
ス
が

設
置
さ
れ
、
多
く
の
来
場
者

が
足
を
運
ん
で
企
業
担
当
者

か
ら
説
明
を
受
け
た
。

　

ま
た
新
た
な
取
り
組
み
と

し
て
「
子
供
た
ち
に
憧
れ
ら

れ
る
電
気
工
事
業
界
を
目
指

す
」
を
体
現
す
る
た
め
に
企

画
さ
れ
た
『
Ｇ
ｏ
！
Ｇ
ｏ
！

エ
レ
キ
ッ
ズ
』
を
開
催
。
多

く
の
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が

溢
れ
る
大
盛
況
の
イ
ベ
ン
ト

と
な
っ
た
。

　

交
流
会
で
は
趣
向
を
凝
ら

し
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
2

0
0
0
年
に
札
幌
で
開
催
さ

れ
た
第
17
回
全
国
大
会
で
、

当
時
の
米
沢
外
秋
会
長
が
乗

っ
た
神
輿
を
展
示
す
る
な
ど

充
実
し
た
大
会
と
な
っ
た

（
大
会
式
典
・
組
合
活
性
化

研
修
会
な
ど
の
詳
細
は
2
〜

8
面
に
掲
載
）。

全
日
本
電
気
工
事
業
工
業
組
合
連
合
会

会
長　

米　

沢　

寛

暮らしと社会を支える使命を果たす
第36回
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第 3 6 回  全国大会

◇◇◇

祝
辞
を
頂
い
た

　
　

ご
来
賓
の
方
々

◇◇◇

三橋 剛 北海道副知事天野 周治 札幌市副市長
北海道電力ネットワーク株式会社
細野 一広 代表取締役社長

経済産業省
大臣官房（産業保安・安全担当）

細川 成己 審議官

国土交通省
不動産・建設経済局建設振興課
専門工事業・建設関連業振興室

近藤 陽介 室長

開会を宣言する
北海道電気工事業工業組合

小野寺 理事長

　

大
会
式
典
は
、
主
管
の
北

海
道
電
気
工
事
業
工
業
組
合

の
小
野
寺
涼
一
理
事
長
に
よ

る
「
電
気
工
事
を
生
業
と
す

る
我
々
の
使
命
は
社
会
を
照

ら
す
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、

電
気
工
事
業
の
魅
力
を
知

り
、
誇
り
を
持
っ
て
後
進
に

伝
え
る
こ
と
だ
。
本
日
の
第

36
回
電
気
工
事
業
全
国
大
会

課
題
を
解
決
し
て
い
く
こ
と

が
極
め
て
重
要
と
考
え
て
い

る
。
貴
連
合
会
と
引
き
続
き

連
携
し
、
電
気
工
事
業
界
の

魅
力
発
信
や
人
材
確
保
対
策

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
。
今
回
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ

北
の
大
地
で
広
げ
る
絆
・
共

に
拓
こ
う
新
時
代
へ
の
扉
の

よ
う
に
、
現
場
で
活
躍
さ
れ

る
皆
さ
ま
が
絆
を
広
げ
、
と

も
に
新
時
代
へ
の
扉
を
開
け

る
よ
う
、
本
日
の
大
会
が
実

り
あ
る
も
の
と
な
り
、
今
後

の
業
界
の
さ
ら
な
る
発
展
に

繋
が
る
こ
と
を
大
い
に
期
待

し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

　

国
土
交
通
省
の
近
藤
陽
介

不
動
産
・
建
設
経
済
局
建
設

振
興
課
専
門
工
事
業
・
建
設

関
連
業
振
興
室
長
は
「
建
設

業
は
、
国
民
生
活
や
経
済
活

動
を
支
え
る
社
会
資
本
整
備

の
担
い
手
で
あ
る
と
同
時

に
、
先
ほ
ど
米
沢
会
長
か
ら

お
話
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
災

害
時
の
対
応
の
最
前
線
を
担

う
地
域
の
守
り
手
と
し
て
、

特
に
災
害
の
多
い
我
が
国
に

お
い
て
大
変
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
基
幹
産
業

だ
。
私
も
能
登
半
島
地
震
の

発
災
時
に
石
川
県
金
沢
市
で

勤
務
し
て
い
た
。
全
国
か
ら

応
援
に
来
て
い
た
だ
い
た
皆

さ
ま
が
向
か
っ
て
い
く
姿
は

大
変
頼
も
し
く
、
ま
た
心
よ

り
感
謝
し
な
が
ら
見
送
っ
て

い
た
。

　

電
気
設
備
は
、
国
民
生
活

や
経
済
活
動
に
お
い
て
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
だ
。
国
土
交
通
省
と
し

て
も
建
設
業
者
の
賃
上
げ
に

向
け
、
公
共
工
事
設
計
労
務

単
価
を
全
職
種
平
均
で
対
前

年
度
比
6
パ
ー
セ
ン
ト
引
き

上
げ
る
な
ど
、
着
実
に
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
。
今
後

も
、
改
正
建
設
業
法
に
基
づ

き
、適
正
な
労
務
費
の
確
保
、

ま
た
労
力
に
応
じ
た
賃
金
の

支
払
い
を
実
現
す
る
た
め
、

労
務
費
に
関
す
る
基
準
を
新

た
に
作
成
す
る
な
ど
、
必
要

な
取
り
組
み
を
積
極
的
に
進

め
て
い
く
。
こ
れ
ら
の
取
り

組
み
に
ご
理
解
を
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
建
設
業
を
含
む

電
気
工
事
業
が
よ
り
魅
力
的

か
つ
持
続
可
能
な
産
業
と
な

る
よ
う
、
引
き
続
き
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
述

べ
た
。

　

北
海
道
の
鈴
木
直
道
知
事

（
代
読
：
三
橋
剛
副
知
事
）は
、

「
平
成
30
年
9
月
に
発
生
し

た
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
に

よ
り
、
北
海
道
は
ほ
ぼ
全
域

が
停
電
す
る
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ

ト
と
な
り
、
多
く
の
道
民
が

電
気
の
大
切
さ
を
身
を
も
っ

て
体
感
し
た
。
皆
さ
ま
が
自

治
体
と
の
協
定
や
電
力
会
社

と
の
協
議
な
ど
に
基
づ
き
、

災
害
時
に
お
け
る
復
旧
工
事

に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
に
心
よ
り
敬
意
を
表
す

る
。

　

急
速
に
技
術
革
新
が
進
む

生
成
Ａ
Ｉ
の
普
及
な
ど
に
よ

り
、
今
後
、
電
力
需
要
が
急

拡
大
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い

る
。
今
、
北
海
道
で
は
、
次

世
代
半
導
体
の
製
造
拠
点
や

ア
ジ
ア
最
大
級
の
Ａ
Ｉ
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
豊
富
な

再
エ
ネ
を
活
か
し
て
Ｇ
Ｘ
や

Ｄ
Ｘ
関
連
産
業
の
集
積
が
進

ん
で
い
る
と
こ
ろ
だ
。
北
海

道
は
、
再
エ
ネ
の
供
給
拠
点

か
つ
利
活
用
拠
点
と
し
て
、

こ
の
国
の
脱
炭
素
化
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
安
全
保
障
に
貢
献

し
て
い
く
考
え
だ
。

　

本
大
会
の
テ
ー
マ
は
、
北

の
大
地
で
広
げ
る
絆
・
共
に

拓
こ
う
新
時
代
へ
の
扉
で
あ

る
。
こ
こ
北
海
道
で
開
催
さ

れ
る
大
会
が
電
気
工
事
業
の

未
来
に
つ
な
が
る
実
り
あ
る

も
の
と
な
り
、
新
時
代
の
発

展
を
担
う
産
業
と
し
て
そ
の

魅
力
と
重
要
性
が
広
く
発
信

さ
れ
ま
す
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
道
外
か
ら
お
越
し

の
皆
様
に
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
に
秋
の
味
覚
や
雄
大
な
自

然
な
ど
、
実
り
の
秋
を
迎
え

た
北
海
道
の
多
彩
な
魅
力
を

ご
堪
能
い
た
だ
き
た
い
」
と

述
べ
た
。

　

札
幌
市
の
秋
元
克
広
市
長

（
代
読
：
天
野
周
治
副
市
長
）

は
「
近
年
、
建
設
業
界
を
取

り
巻
く
環
境
は
、
資
材
価
格

の
高
騰
や
担
い
手
不
足
な
ど

大
変
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
る
が
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
を

今
も
昔
も
こ
れ
か
ら
も
、

大
切
な
電
気
を
つ
な
い
で
行
く
電
気
工
事
の
魅
力
を
伝
え
よ
う
！

維
持
し
、
安
全
、
安
心
で
快

適
な
市
民
生
活
と
経
済
活
動

を
支
え
て
い
く
た
め
に
は
、

建
設
産
業
の
持
続
的
な
体
制

が
不
可
欠
だ
。
そ
の
よ
う
な

中
、
貴
連
合
会
は
、
電
気
工

事
技
能
競
技
大
会
な
ど
人
材

育
成
や
入
職
者
拡
大
対
策
に

も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
大

変
心
強
く
感
じ
て
い
る
。
今

後
も
電
気
工
事
業
界
の
発
展

の
た
め
力
を
発
揮
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　

本
大
会
に
は
日
本
全
国
か

ら
多
く
の
方
々
が
参
加
さ
れ

て
い
る
。
北
海
道
の
10
月
は

秋
鮭
や
秋
刀
魚
な
ど
魚
介
類

に
加
え
て
、
じ
ゃ
が
い
も
、

か
ぼ
ち
ゃ
、
玉
ね
ぎ
な
ど
の

秋
野
菜
が
旬
を
迎
え
て
い

る
。
ぜ
ひ
北
海
道
の
秋
の
味

覚
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
う
。
11
月
か
ら
は
札

幌
の
夜
を
光
で
彩
る
札
幌
ホ

ワ
イ
ト
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

が
開
催
さ
れ
、
年
明
け
の
2

月
に
は
世
界
的
に
有
名
な
札

幌
雪
ま
つ
り
も
行
わ
れ
る
。

冬
な
ら
で
は
の
美
し
い
札

幌
、
ご
家
族
や
ご
友
人
と
と

も
に
再
び
訪
れ
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
述
べ
た
。

　

北
海
道
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
細
野
一
広
代
表
取
締
役

社
長
は
、「
労
働
人
口
の
減

少
に
よ
る
人
材
不
足
が
ど
の

業
界
も
課
題
と
な
っ
て
い
る

が
、
私
ど
も
送
配
電
業
界
に

お
い
て
も
人
材
不
足
は
喫
緊

の
課
題
だ
。
本
大
会
に
お
け

る
貴
連
合
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

は
『
子
供
た
ち
に
憧
れ
ら
れ

る
電
気
工
事
業
界
を
目
指

す
』
と
お
聞
き
し
て
お
り
、

こ
の
目
指
す
べ
き
ビ
ジ
ョ
ン

が
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
非

常
に
心
強
く
感
じ
て
い
る
。

引
き
続
き
、
貴
連
合
会
と
連

携
の
上
、
電
気
工
事
業
界
の

さ
ら
な
る
発
展
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
。

　

私
た
ち
電
力
会
社
に
と
っ

て
、電
気
工
事
業
の
皆
様
は
、

日
頃
の
設
備
保
守
や
新
設
工

事
、
あ
る
い
は
災
害
対
応
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な

パ
ー
ト
ナ
ー
だ
。
特
に
近
年

は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
や
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ

ド
の
構
築
な
ど
新
た
な
挑
戦

が
続
く
中
で
、
皆
様
の
専
門

性
と
現
場
力
が
ま
す
ま
す
重

要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
加

え
て
、
温
暖
化
に
起
因
す
る

と
思
わ
れ
る
気
候
の
変
化

は
、
自
然
災
害
の
激
甚
化
や

頻
発
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
環
境
の
も
と
、

が
電
気
工
事
業
界
の
素
晴
ら

し
い
未
来
に
向
け
て
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
す
る
場
で
あ
る

と
と
も
に
、
今
大
会
が
全
日

電
工
連
の
組
合
史
に
刻
ま
れ

る
新
た
な
ペ
ー
ジ
に
な
る
こ

と
を
祈
念
す
る
」
開
会
宣
言

で
幕
を
開
け
た
。

　

続
い
て
、
国
歌
二
唱
、
物

故
者
へ
の
黙
祷
に
続
き
、
主

催
者
を
代
表
し
て
米
沢
会
長

が
今
後
の
全
日
電
工
連
の
取

り
組
み
や
方
針
な
ど
を
述
べ

た
。

　

来
賓
祝
辞
で
は
、
経
済
産

業
省
の
細
川
成
己
大
臣
官
房

審
議
官
（
産
業
保
安
・
安
全

担
当
）
が
「
電
気
保
安
を
支

え
る
人
材
の
確
保
が
更
に
必

要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
日

々
の
安
全
な
暮
ら
し
を
守
る

た
め
、
官
民
が
知
恵
を
出
し

合
い
な
が
ら
、人
材
の
確
保
、

育
成
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活

用
し
た
保
安
業
務
の
省
力

化
、
高
度
化
に
取
り
組
み
、

共に拓こう新時代への扉！
大会大会
式典式典
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第 3 6 回  全国大会

次回大会(静岡)をＰＲした
前嶋理事長

の
乏
し
い
日
本
で
は
、
原
子
力
の
再
稼
働

お
よ
び
最
大
活
用
が
国
益
に
資
す
る
重
要

な
基
幹
電
源
と
し
て
必
要
で
あ
る
と
強
く

認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
こ
に
全
国
か
ら
集
っ
た
組
合
員
、
青

年
部
員
、
女
性
部
員
の
総
意
と
し
て
次
の

通
り
決
議
し
ま
す
。

一　

高
度
技
能
者
の
育
成
定
着
を
通
じ
て

電
気
を
安
全
安
心
に
送
り
届
け
る
自

負
を
持
ち
、
暮
ら
し
と
社
会
基
盤
を

支
え
る
使
命
を
果
た
す

一　

A
I
、
D
X
ツ
ー
ル
の
活
用
で
多
様

で
柔
軟
な
職
場
づ
く
り
を
進
め
、
次

代
を
担
う
若
者
に
選
ば
れ
る
業
界
を

目
指
す

一　

全
国
の
成
功
事
例
を
共
有
し
、
迅
速

な
意
思
決
定
と
行
動
力
を
も
つ
強
い

組
合
組
織
と
し
て
進
化
す
る

　

以
上
、
関
係
行
政
並
び
に
諸
団
体
、
関

係
企
業
の
一
層
の
ご
指
導
ご
支
援
を
お
願

い
申
し
上
げ
、
我
々
組
合
員
は
広
く
社
会

の
付
託
に
応
え
、
時
代
の
変
化
を
先
取
り

し
実
行
す
る
組
織
と
結
束
を
目
指
す
こ
と

を
こ
こ
に
決
議
す
る
。

二
〇
二
五
年
（
令
和
七
年
）
十
月
十
六
日

大
会
決
議
決
議

　

開
拓
の
志
と
未
来
を
拓
く
大
地
北
海
道

札
幌
市
に
お
い
て
「
北
の
大
地
で
広
げ
る

絆
・
共
に
拓
こ
う
新
時
代
へ
の
扉
」
を
メ

イ
ン
テ
ー
マ
に
「
今
も
昔
も
こ
れ
か
ら
も

大
切
な
電
気
を
つ
な
い
で
行
く
電
気
工
事

の
魅
力
を
伝
え
よ
う
」
を
サ
ブ
テ
ー
マ
と

し
て
第
三
十
六
回
電
気
工
事
業
全
国
大
会

を
開
催
で
き
ま
し
た
こ
と
を
こ
こ
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
い
ま
人
口
構
造
の
変
化
、

A
I
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
展
、
脱
炭
素

社
会
の
具
現
化
へ
の
行
動
な
ど
、
か
つ
て

な
い
社
会
変
化
の
局
面
に
い
ま
す
。
我
が

業
界
に
と
っ
て
も
重
大
な
転
換
点
で
あ

り
、
今
後
も
魅
力
あ
る
業
界
で
あ
り
続
け

る
た
め
に
は
次
代
を
見
据
え
た
新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

　

全
日
電
工
連
で
は
時
代
の
潮
流
を
捉

え
、「
人
材
確
保
・
育
成
」「
D
X
活
用
」「
組

合
組
織
力
・
財
政
基
盤
強
化
」
を
重
点
施

策
と
位
置
づ
け
、
持
続
可
能
な
業
界
構
築

に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
大
会
に
お
い
て
は
「
未
来
へ
つ
な
ぐ

電
気
工
事
の
技
術
と
仲
間
の
力
」
を
テ
ー

マ
に
掲
げ
、
各
界
か
ら
の
貴
重
な
ご
意
見

大会決議を米沢会長(左)に手渡す髙野副会長

現
状
に
し
っ
か
り
と
対
応
し

て
い
く
た
め
に
は
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
貴
連
合
会
の
皆
様

と
の
連
携
が
必
要
と
考
え
て

い
る
。
本
大
会
の
メ
イ
ン
テ

ー
マ
北
の
大
地
で
広
げ
る
絆

・
共
に
拓
こ
う
新
時
代
へ
の

扉
の
通
り
、
今
後
と
も
、
貴

連
合
会
と
私
た
ち
が
一
層
絆

を
深
め
て
、
お
客
様
に
安
定

し
た
電
気
を
お
届
け
す
る
と

い
う
使
命
の
も
と
、
社
会
の

皆
様
の
期
待
に
お
応
え
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

　

全
日
電
工
連
会
長
表
彰
で

は
、
組
合
役
員
功
労
表
彰
と

し
て
北
海
道
工
組
の
役
員
13

名
が
表
彰
さ
れ
た
。

　

第
7
回
目
の
実
施
と
な
る

優
良
事
業
工
組
表
彰
は
、
石

川
県
電
気
工
事
工
業
組
合
が

金
賞
を
受
賞
。
ま
た
、
銀
賞

2
工
組
、
銅
賞
3
工
組
、
優

良
賞
2
工
組
、
特
別
賞
3
工

組
が
選
ば
れ
た
。

　

大
会
決
議
は
、「
暮
ら
し

と
社
会
基
盤
を
支
え
る
使
命

を
果
た
す
」「
次
代
を
担
う

若
者
に
選
ば
れ
る
業
界
」「
強

い
組
合
組
織
と
し
て
進
化
す

る
」
を
髙
野
憲
一
郎
副
会
長

が
表
明
し
、
決
議
文
を
米
沢

会
長
に
手
渡
し
た
。

　

来
年
開
催
さ
れ
る
第
6
回

電
気
工
事
技
能
競
技
全
国
大

会
に
つ
い
て
は
、
技
能
競
技

委
員
会
の
鹿
野
敏
夫
委
員
長

が
開
催
概
要
を
報
告
。

　

ま
た
、
令
和
9
年
に
静
岡

県
で
開
催
さ
れ
る
第
37
回
電

気
工
事
業
全
国
大
会
の
開
催

地
あ
い
さ
つ
で
は
、
中
部
ブ

ロ
ッ
ク
役
員
・
組
合
員
・
青

年
部
会
員
が
映
像
と
と
も
に

静
岡
県
を
Ｐ
Ｒ
。

　

中
部
電
気
工
事
業
組
合
連

合
会
の
石
原
和
夫
会
長
と
静

岡
県
電
気
工
事
工
業
組
合
の

前
嶋
純
理
事
長
が
中
部
ブ
ロ

ッ
ク
の
役
員
た
ち
と
ス
テ
ー

ジ
に
上
が
り
、
次
回
大
会
へ

の
参
加
を
呼
び
掛
け
た
。

　

閉
会
の
言
葉
で
天
野
春
夫

副
会
長
は
「
全
国
か
ら
こ
こ

札
幌
の
地
に
集
い
、
地
域
社

会
の
皆
さ
ま
へ
の
お
役
立
ち

な
ど
、
今
後
の
業
界
の
あ
り

方
を
討
議
し
、
次
の
飛
躍
を

目
指
す
大
会
と
な
っ
た
と
思

う
。
わ
れ
わ
れ
電
気
工
事
業

界
は
、
大
会
決
議
で
表
明
し

た
通
り
、
全
国
の
成
功
事
例

を
共
有
し
、
ス
ピ
ー
ド
感
の

あ
る
施
策
の
実
行
の
も
と
、

強
い
組
合
組
織
を
目
指
し
て

い
く
。
さ
ら
に
は
、
時
代
の

変
化
を
先
取
り
し
、
技
術
力

の
向
上
に
努
め
、
地
域
の
安

全
、
安
心
を
支
え
る
役
割
を

果
た
し
て
い
く
」
と
力
強
く

決
意
を
述
べ
た
。

　

式
典
後
に
行
わ
れ
た
交
流

会
で
は
、
全
道
11
支
部
が
用

意
し
た
各
地
の
特
産
品
・
銘

次回大会(静岡)をＰＲした
石原会長

交流会閉宴の挨拶をする
樋口副会長

大会決議を表明した
髙野副会長

第 6 回 電気工事技能競技全国大会は横浜アリーナで開催第37回 電気工事業全国大会は静岡県浜松市で開催

技能競技全国大会の
概要を説明した鹿野委員長

酒
が
振
る
舞
わ
れ
た
ほ
か
、

神
輿
の
展
示
、
よ
さ
こ
い
ソ

ー
ラ
ン
演
舞
な
ど
が
行
わ

れ
、
全
国
か
ら
の
参
加
者
が

交
流
を
深
め
た
。

北の大地で広げる絆・

閉会の辞を述べた
天野副会長

を
い
た
だ
き
な
が

ら
こ
れ
か
ら
の
業

界
を
支
え
る
具
体

的
な
実
行
策
に
つ

い
て
活
発
な
議
論

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
脱
炭
素

化
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

転
換
が
進
む
中
、

第
7
次
エ
ネ
ル
ギ

ー
基
本
計
画
が
示

す
よ
う
に
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
に
加
え
資
源

全
国
大
会
Ｐ
Ｒ
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組合役員功労表彰・優良事業工組表彰

第7回　優良事業工組表彰　受賞工組一覧　　　■：事業改善・改革部門、■：新規事業部門、■：安全部門
工　　組 事　　業　　名

金 賞 石川県電気工事工業組合 本部 ■大規模災害の対応の検証及び今後の対策

銀 賞
福島県電気工事工業組合 会津支部 ■若者向け電気工事業紹介の漫画冊子を作成

佐賀県電気工事業工業組合 本部 ■組合組織統一化事業

銅 賞

新潟県電気工事工業組合 青年部 ■キャリアパスパンフレットと人事評価ツールで
　業界の未来を創る

埼玉県電気工事工業組合 本部 ■ＴＥＰＣＯコミュニティーサポート

長野県電気工事業工業組合 本部 ■青年部会役員経験者による特別委員会と
　組合員増強の取組み

優良賞
福井県電気工事工業組合 女性部 ■キャリア教育プログラム事業

東京都電気工事工業組合 本部 ■電気工事業法巡回指導

特別賞

北海道電気工事業工業組合 札幌支部青年部 ■未来の電気工事士を育む取り組み

兵庫県電気工事工業組合 本部 ■新規組合員獲得のための未加入者との接触手法開発事業

広島県電気工事工業組合 本部 ■組合員・青年部による県独自の審査体制の構築で
　技能競技大会を充実

優 良 事 業 表 彰 は 11 工 組 が 受 賞優 良 事 業 表 彰 は 11 工 組 が 受 賞

会
長
表
彰

優
良
事
業
工
組
表
彰

石

川

県

工

組

が

金

賞

　

優
良
事
業
工
組
表
彰
で
、
金
賞
を
受
賞
し

た
の
は
石
川
県
工
組
の
『
大
規
模
災
害
の
対

応
の
検
証
及
び
今
後
の
対
策
』。

　

銀
賞
は
福
島
県
工
組
会
津
支
部
・
佐
賀
県

工
組
、
銅
賞
は
新
潟
県
工
組
青
年
部
・
埼
玉

県
工
組
・
長
野
県
工
組
が
受
賞
。

　

優
良
賞
は
福
井
県
工
組
女
性
部
・
東
京
都

工
組
、
特
別
賞
に
は
北
海
道
工
組
札
幌
支
部

青
年
部
、
兵
庫
県
工
組
、
広
島
県
工
組
が
選

ば
れ
た
。

　

金
賞
を
受
賞
し
た
石
川
県
工
組
と
、
昨
年

開
催
さ
れ
た
第
6
回
青
年
部
会
員
大
会
で
実

施
し
た
優
良
活
動
発
表
会
で
金
賞
を
受
賞
し

た
関
東
電
気
工
事
青
年
部
連
合
会
「
電
気
革

命　

電
気
か
ら
始
ま
る
み
ん
な
の
輪
」
の
事

業
内
容
が
大
会
参
加
者
へ
発
表
さ
れ
た
。

　

組
合
役
員
功
労
表
彰
は
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
の

組
合
育
成
強
化
に
尽
力
し
、
電
気
工
事
業
の
発
展
に

寄
与
さ
れ
た
方
々
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
今
回
の
受

賞
者
は
13
名
（
左
表
）。

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
、
北
海
道
電
気
工
事
業
工
業

組
合
・
小
樽
支
部
の
岩
城
直
人
氏
が
、
表
彰
状
と
記

念
品
を
米
沢
会
長
か
ら
受
け
取
っ
た
。

業
界
・
組
合
へ
の
功
労
者

13
名
が
受
賞

金賞を受賞した石川県工組の発表
（左から岡田事務局次長、稲垣副理事長）

第36回　電気工事業全国大会

全日本電気工事業工業組合連合会　会長表彰受賞者 
（敬称略）

氏 名
北海道工組
支部名

事業所名

岩 城 直 人 小 樽 支 部 株式会社富士電気

鈴 木 暁 彦 札 幌 支 部 拓北電業株式会社

須 田 敏 行 札 幌 支 部 株式会社須田電気工事

須 藤 　 讓 札 幌 支 部 株式会社藤電気

大 倉 　 直 函 館 支 部 大倉電気株式会社

土 谷 禎 宏 函 館 支 部 日東電気工事株式会社

松 見 哲 也 室 蘭 支 部 太平電気株式会社

猪 股 浩 德 岩見沢支部 末廣屋電機株式会社

石 森 勝 秀 旭 川 支 部 石森電気工事株式会社

村 山 　 聡 名 寄 支 部 株式会社東洋社

山 本 義 明 北 見 支 部 山本電工株式会社

山 原 活 志 釧 路 支 部 株式会社新橋機電

武 藤 哲 也 帯 広 支 部 株式会社ムトウ電気工業

米沢会長と岩城氏（右）

青年部会員大会の金賞事業を発表する
関東電気工事青年部連合会の山下幸治筆頭副会長

第 3 6 回  全国大会

優良事業工組表彰の受賞工組
（左から米沢会長、福島県、佐賀県、石川県、新潟県青年部、埼玉県、長野県）
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10
月
15
日
、
グ
ラ
ン
ド
メ
ル
キ

ュ
ー
ル
札
幌
大
通
公
園
で
意
見
交

換
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

今
回
の
意
見
交
換
会
は
、
本
大

会
サ
ブ
テ
ー
マ
の
「
電
気
工
事
の

魅
力
を
伝
え
よ
う
！
」
を
深
く
掘

り
下
げ
て
、「
大
地
に
輝
く
希
望

の
灯
り
〜
次
世
代
へ
誇
り
を
繋
ぐ

電
導
師
た
ち
〜
」
を
テ
ー
マ
に
し

て
実
施
さ
れ
た
。

　

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
米
沢
会
長

は
「
こ
の
意
見
交
換
会
の
テ
ー
マ

は
、
我
々
の
業
界
に
と
っ
て
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
人
材
確
保
だ
。
皆

さ
ん
の
意
見
に
目
を
通
し
お
聞
か

せ
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
の
全
日

電
工
連
の
施
策
の
参
考
に
さ
せ
て

い
た
だ
く
。
業
界
や
自
社
の
経
営

大
地
に
輝
く
希
望
の
灯
り

　

〜
次
世
代
へ
誇
り
を
繋
ぐ
電
導
師
た
ち
〜

に
問
題
意
識

を
持
っ
て
集

ま
れ
る
、
こ

れ
こ
そ
が
我

々
の
素
晴
ら

し
さ
で
あ
る

と
思
っ
て
い

る
。
一
期
一

会
と
い
う
言

葉
が
あ
る
。

意
識
の
高
い

皆
さ
ん
が
集

ま
っ
た
こ
の

大
会
を
皆
さ

ん
で
楽
し
ん

で
い
た
だ

き
、
そ
し
て

来
て
よ
か
っ

た
、
得
る
も

の
が
あ
っ
た

と
い
う
大
会

に
し
た
い
。

傍
観
者
で
は

な
く
そ
れ
ぞ
れ
が
主
役
と
し
て
参

加
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
参
加

者
に
呼
び
か
け
た
。

　

続
い
て
意
見
交
換
会
委
員
会
の

加
藤
綾
委
員
長
が
「
電
気
工
事
業

界
の
認
知
度
向
上
や
入
職
率
向
上

を
期
待
し
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
取

り
組
み
の
中
で
、
電
気
工
事
業
界

の
魅
力
を
伝
え
る
活
動
を
継
続
し

て
き
た
が
、
未
だ
に
人
手
不
足
が

続
い
て
い
る
。
10
年
後
の
電
気
工

事
業
界
を
見
据
え
、
全
国
の
仲
間

と
過
去
の
経
験
と
未
来
へ
の
展
望

を
共
有
し
、
多
く
の
考
え
方
か
ら

新
た
な
魅
力
を
見
つ
け
る
瞬
間
が

訪
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
一

人
ひ
と
り
の
電
気
工
事
業
に
携
わ

る
も
の
と
し
て
誇
り
を
取
り
戻

未来への思いを表現して電気工事の魅力を伝える

閉会の辞を述べる
會津委員長

あいさつをする
米沢会長

趣旨説明をする
加藤意見交換会委員長

し
、
真
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
が

で
き
る
電
導
師
に
な
る
こ
と
が
目

的
だ
。
業
界
の
新
た
な
魅
力
を
携

え
た
電
導
師
た
ち
が
未
来
へ
の
思

い
を
表
現
し
、
行
動
を
起
こ
す
こ

と
で
全
国
各
地
に
共
感
が
生
ま

れ
、
本
大
会
サ
ブ
テ
ー
マ
の
電
気

工
事
の
魅
力
を
伝
え
よ
う
！
と
い

う
思
い
が
本
当
の
意
味
で
実
現
さ

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
」
と
趣

旨
説
明
し
て
意
見
交
換
会
は
開
催

さ
れ
た
。

　

テ
ー
ブ
ル
ご
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
に
加
え
今
回
の
意
見
交
換

会
で
は
、新
た
な
試
み
と
し
て『
電

気
工
事
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
』を
実
施
。

電
気
工
事
士
と
し
て
の
や
り
が
い

や
自
覚
、
次
世
代
に
伝
え
る
べ
く

多
様
な
思
考
を
再
確
認
・
共
有
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
参
加
者
に

体
験
し
て
も
ら
っ
た
。

　

閉
会
あ
い
さ
つ
で
、
人
材
開
発

委
員
会
の
會
津
圭
一
郎
委
員
長
は

「
全
日
電
工
連
で
は
、
重
点
事
業

の
一
つ
と
し
て
掲
げ
て
い
る
人
材

確
保
育
成
に
係
る
テ
ー
マ
に
つ
い

て
、
活
発
な
意
見
交
換
を
し
て
い

た
だ
い
た
。
本
委
員
会
で
は
、
人

材
確
保
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
を
明
確

に
設
定
し
、
そ
の
重
点
に
沿
っ
た

具
体
策
を
立
案
・
実
行
し
て
い
く
。

本
日
い
た
だ
い
た
意
見
を
基
に
、

次
世
代
の
担
い
手
か
ら
憧
れ
ら
れ

る
業
界
づ
く
り
を
目
指
し
、
各
種

対
策
を
検
討
し
て
い
く
の
で
、
引

き
続
き
の
ご
協
力
を
お
願
い
す

る
」
と
述
べ
た
。

　

10
月
16
日
の
大
会
式
典
で
は
、

集
約
さ
れ
た
意
見
を
代
表
者
が
発

表
し
た
（
集
約
意
見
は
下
記
）。

意　見　交　換　会

第 3 6 回  全国大会

　意見交換会では、電気工事の魅力をテーマに活
発な議論が行われた。ここにお集まりの皆さまも
同じように電気工事の現場で汗を流し、暮らしや
社会を支える責任を担ってこられた方々だ。だか
らこそ、私たちの仕事に対する誇り・やりがいを
心から共有できるのではないかと思う。
　私たちの会社もまた、長きにわたり電気工事の
現場を支えてきた。多くの現場に携わり、人々の
生活を守り、地域に貢献してきたという自負がある。新しい建物
に電気が通り、照明がついた瞬間、停電復旧で人々が安心の表情
を見せた瞬間、その一つひとつが会社の誇りであり、電気工事士
としてのやりがいだ。
　一方、課題としてこの仕事に見合うだけの処遇がまだ十分に確
保されていないという現実がある。電気工事は人々の生活や社会
インフラを支える大切な仕事であるにもかかわらず、賃金水準は
決して高いとは言えない。業種別の最低賃金制度が導入され、働
く環境が改善されれば、若手の入職者が増え、人材の定着にもつ
ながり、さらには安心して働ける誇りある業界へ変わっていくの
ではないか。

発表者：北海道電気工事業工業組合　青年部連合会

　　　　中村 貴裕 副会長

発表者：北海道電気工事業工業組合　青年部連合会

　　　　中山 卓也 副会長

　同じ業界で日々を過ごす私たちだからこそ、
その魅力や価値を実感し、未来を共に描くこと
ができると思う。社会を支える責任と誇り、確
かな技術に裏打ちされた安定した職業としての
強み、その技術を磨きながら仲間とともに成長
できる喜び。これらは電気工事士という職業の
揺るぎない魅力だ。私たちが胸を張って次の世
代へ伝えていくべきものでもあり、自らの仕事
の価値を再認識することができた。
　また、電気工事の未来については、ワクワクする挑戦として語
られた。私たちはこの変化を恐れるのではなく、胸を張って楽し
みながら挑んでいこうという気持ちを共有できたと思う。
　今回の意見交換会で確信した。技術と絆こそが未来を切り拓く
力になるということだ。仲間とともに培った技術を磨き続け、互
いに支え合う絆を大切にしながら、私たちは、10年後の電気工事
という新たな時代へ胸を張って挑んでいく。ここに集う仲間とと
もに、その未来を切り拓いていく。私たち電気工事士は、「電導師」
として技術と絆を磨き、北海道の大地に希望の灯りを灯し続ける。
次の世代に誇りと夢をしっかりと手渡すために挑戦を続けていく。
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趣旨説明をする
佐藤委員長

閉会の辞を述べる
小野寺副会長

　

第
32
回
沖
縄
大
会
か
ら
開

始
さ
れ
た
組
合
活
性
化
研
修

会
は
、
工
業
組
合
の
組
織
強

化
や
財
政
基
盤
の
安
定
化
の

観
点
か
ら
、
全
国
各
地
で
取

り
組
ま
れ
て
い
る
特
色
あ
る

事
業
を
紹
介
し
、
自
ら
の
組

合
運
営
に
活
か
せ
る
よ
う
、

新
た
な
発
想
や
気
づ
き
を
得

る
場
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
。

　

組
合
員
の
役
に
立
つ
事
業

を
提
供
す
る
た
め
に
は
安
定

し
た
財
源
の
確
保
が
必
要
で

あ
り
、
ま
た
組
織
力
を
強
化

す
る
う
え
で
は
、
組
合
員
数

の
拡
大
に
加
え
組
織
体
制
の

改
革
が
重
要
だ
。

　

今
大
会
で
も
、
組
織
強
化

・
財
政
安
定
化
の
参
考
と
な

る
事
業
と
情
報
提
供
の
機
会

に
す
る
場
と
し
て
、
組
合
活

性
化
研
修
会
が
開
催
さ
れ

た
。
全
国
大
会
で
実
施
し
て

い
る
優
良
事
業
工
組
表
彰
は

今
回
で
第
7
回
目
と
な
る
。

　

組
合
活
性
化
研
修
会
を
所

管
す
る
総
務
委
員
会
の
佐
藤

佳
生
委
員
長
は
「
組
合
を
安

定
的
に
運
営
す
る
た
め
に

は
、
成
果
が
生
み
出
せ
る
体

制
づ
く
り
が
欠
か
せ
な
い
。

業
界
の
変
化
に
対
応
す
る
た

め
に
は
組
織
改
革
や
人
材
登

用
な
ど
、
柔
軟
な
取
り
組
み

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
組
合

運
営
の
強
化
に
つ
い
て
、
各

地
で
先
行
的
に
展
開
さ
れ
て

い
る
活
動
事
例
を
参
考
に
自

工
組
で
の
実
践
に
繋
げ
て
い

た
だ
き
た
い
。
今
回
の
研
修

会
で
は
、
表
彰
制
度
に
応
募

い
た
だ
い
た
事
業
の
中
か
ら

11
事
業
を
発
表
す
る
。
今
後

の
組
合
事
業
と
青
年
部
・
女

性
部
活
動
の
企
画
に
役
立
て

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
趣
旨

説
明
し
た
。

全
国
工
組
の
特
色
あ
る
事
例
を
発
表

組
合
運
営
の
強
化
・
実
践
に
つ
な
げ
る

組合活性化研修会

第 3 6 回  全国大会

組合活性化研修会　事例発表（第7回 優良事業工組表彰）

ジャンル 工　組 事　業　名

【人材確保】

北海道・
札幌支部
青年部

未来の電気工事士を育む取り組み

福島県・会津支部 若者向け電気工事業紹介の漫画冊子を作成

徳島県・本　部 人材確保に向けた新卒採用への取組み

【人材育成】
 ・人材育成
 ・人材交流
 ・技能向上

新潟県・青年部
キャリアパスパンフレットと
　人事評価ツールで業界の未来を創る

石川県・女性部 Ｄ電Ｐ絆パーティ

広島県・本　部
組合員・青年部による県独自の審査体制の
　構築で技能競技大会を充実

【仕事づくり】
【安全】

埼玉県・本　部 ＴＥＰＣＯコミュニティーサポート

東京都・本　部 電気工事業法巡回指導

【組合活性化】
 ・組織改革
 ・組織力向上

長野県・本　部
青年部会役員経験者による特別委員会と
　組合員増強の取組み

兵庫県・本　部
新規組合員獲得のための
　未加入者との接触手法開発事業

佐賀県・本　部 組合組織統一化事業

　

第
7
回
優
良
事
業
工
組
表

彰
に
エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ
た
組

合
活
性
化
に
資
す
る
事
業
を

全
日
電
工
連
事
業
審
査
会
が

選
考
。「
事
業
改
善
・
改
革
」

「
新
規
事
業
」「
安
全
」
の
3

部
門
か
ら
11
事
業
の
事
例
を

選
出
し
た
。

　

研
修
会
で
は「
人
材
確
保
」

「
人
材
育
成
」「
仕
事
づ
く
り

・
安
全
」「
組
合
活
性
化
」

の
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
に
事
例
発

表
と
質
疑
応
答
を
行
っ
た
。

　

小
野
寺
涼
一
副
会
長
は
閉

会
の
辞
で
「
全
日
電
工
連
で

は
組
合
組
織
力
強
化
を
重
点

施
策
と
し
て
掲
げ
、
さ
ま
ざ

ま
な
対
策
の
検
討
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
組
合
の
活
力
を

維
持
し
地
域
社
会
の
発
展
に

全54事例が掲載されている抄録

貢
献
し
て
い
く
た
め
に
は
、

組
織
率
向
上
に
向
け
た
取
り

組
み
が
不
可
欠
だ
。
組
合
で

は
、技
術
講
習
や
安
全
教
育
、

人
材
育
成
、
最
新
法
令
情
報

の
発
信
な
ど
、
組
合
員
の
加

入
価
値
を
高
め
る
事
業
を
幅

広
く
実
施
し
て
い
る
。
今
後

も
組
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

用
し
て
、
組
合
員
に
役
に
立

つ
事
業
や
情
報
発
信
を
さ
ら

に
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
組

合
員
メ
リ
ッ
ト
を
一
層
高
め

組
合
の
魅
力
を
明
確
に
示
し

て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

今
回
の
優
良
事
業
工
組
表

彰
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
全
54

事
業
と
昨
年
度
に
開
催
し
た

第
6
回
青
年
部
優
良
活
動
発

表
会
で
報
告
さ
れ
た
9
事
例

を
収
録
し
た
冊
子
は
、
大
会

当
日
に
参
加
者
に
配
布
さ
れ

た
。
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仕事づくり・安全

発表者：大元 浩司 副理事長

埼玉県埼玉県

発表者：新井 武明 専務理事

東京都東京都

第 3 6 回  全国大会

１１事例発表
～新たな発想や気付きを

得る場として情報発信～

人 材 確 保

発表者：青年部　中島 健佑 副部長

北海道北海道

発表者：若松支部　萩生田 学 副支部長

福島県福島県

発表者：吉村 常義 事務局長

徳島県徳島県

人 材 育 成

発表者：青年部　石川 和史 会長

新潟県新潟県

発表者：女性部　中村 志保 部長

石川県石川県

発表者：青年部　中村 浩之 副部長

広島県広島県

組合活性化

発表者：関森 和広 理事

長野県長野県

発表者：藤田 勝彦 将来構想策定委員長

兵庫県兵庫県

発表者：脇山 良昭 副理事長

佐賀県佐賀県

未来の電気工事士を

育む取り組み

若者向け電気工事業紹介の

漫画冊子を作成

人材確保に向けた

新卒採用への取組み

キャリアパスパンフレットと

人事評価ツールで業界の未来を創る
Ｄ電Ｐ絆パーティ

組合員・青年部による県独自の

審査体制の構築で技能競技大会を充実

ＴＥＰＣＯ

コミュニティーサポート
電気工事業法巡回指導

青年部会役員経験者による

特別委員会と組合員増強の取組み

新規組合員獲得のための

未加入者との接触手法開発事業
組合組織統一化事業

組合活性化研修会
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フォトアルバム

第 3 6 回  全国大会

交流会開会のあいさつをする
鈴木暁彦大会実行委員長

札電協雷会の半纏を羽織って
あいさつをする米沢会長

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

全国の仲間が北の大地へ集結

子どもたちの笑顔が溢れたGo!Go!エレキッズ

出展企業が製品展示や情報提供

乾杯のあいさつをするパナソニック株式会社
エレクトリックワークス社大瀧清社長

大会を支えた多くのスタッフ

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
で

参
加
者
を
お
も
て
な
し


